
11   下下のの図図でで直直線線ℓℓ  のの式式はは  yy == 22xx ++ 44 ,  , 直直線線mm  のの式式はは  

yy == −−xx ++ 77  ででああるる。。ここのの２２直直線線のの交交点点をを A,  A, 直直線線とと  

xx  軸軸ととのの交交点点ををそそれれぞぞれれ B, C  B, C ととすするる。。次次のの問問いいにに
答答ええななささいい。。

(1)(1) 点点A A のの座座標標をを求求めめななささいい。。

(2)(2) 点点B B をを通通りり, △ABC , △ABC のの⾯⾯積積をを22等等分分すするる直直線線のの式式
をを求求めめななささいい。。

22   下下のの図図ののよよううにに, , 直直線線ℓ : ℓ : yy == xx ++ 33  とと直直線線mm  がが点点A A ((  66,,   99  ))でで交交わわっってていいるる。。ままたた, , ここのの22直直線線とと  xx  軸軸
ととのの交交点点ははそそれれぞぞれれ B, C  B, C ((  33,,   00  ))  ででああるる。。ここののとときき, , 次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

(1)(1) 直直線線mm  のの式式をを求求めめななささいい。。

(3)(3) yy  軸軸上上にに点点P P ををととっってて, △ABC , △ABC とと⾯⾯積積がが等等ししくくなな
るるよよううにに△ACP △ACP ををつつくくりりたたいい。。ここののとときき, , 点点P P のの  

yy  座座標標をを求求めめななささいい。。たただだしし,  P,  P＞＞0 0 ととすするる。。
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(1)(1) 点点A A のの座座標標をを求求めめななささいい。。

(3)(3) △PAB △PAB のの⾯⾯積積をを求求めめななささいい。。

(2)(2) 直直線線②②のの式式をを求求めめななささいい。。

(4)(4) 点点P P をを通通りり, △PAB , △PAB のの⾯⾯積積をを22等等分分すするる直直線線のの式式をを求求めめななささいい。。

  下下のの図図ののよよううにに, , 直直線線①① :   :  yy == xx ++ 22  とと直直線線②②がが点点P P ((  22,,   44  ))  でで交交わわっってていいるる。。xx  軸軸とと直直線線  ①①, , ②②  

ははそそれれぞぞれれ点点 A, B  A, B でで交交わわっってておおりり, , 点点B B のの座座標標はは  ((  44,,   00  ))  ででああるる。。次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

44   下下のの図図ののよよううにに, , 直直線線ℓ : ℓ : yy == 22xx ++ 22  とと直直線線mm :  : yy == −−xx ++ 88  がが点点A A でで交交わわっってていいるる。。ままたた, , xx  軸軸とと
直直線線 ℓ,  ℓ, mm  ははそそれれぞぞれれ B, C  B, C でで交交わわっってていいるる。。ここののとときき, , 次次のの問問いいにに答答ええななささいい。。

(1)(1) 点点A A のの座座標標をを求求めめななささいい。。

(2)(2) △ABC △ABC のの⾯⾯積積をを求求めめななささいい。。

(3)(3) yy  軸軸上上にに点点P P ををととっってて, △ABC , △ABC とと⾯⾯積積がが等等ししくくなな
るるよよううにに△ABP △ABP ををつつくくりりたたいい。。ここののとときき, , 点点P P のの  

yy  座座標標をを求求めめななささいい。。たただだしし,  P,  P＜＜0 0 ととすするる。。


